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用）、コラボレーションやオーサーシップの否定を通したオーサーシップの批評、展開、否定が含まれる。   
  

























































































































    
 
このように自己の批判を保護にしながら踏み込んで分析した論文は極めて稀であり、独創性に富んだ重要
な論文であると高く評価できる。  
また新規性を感じる点は美術史の規範に背を向けた文化的、社会的な交流や組織的再編成の必要とするア
ートプロジェクトにおいては芸術的想像力に依存しているとも論述している。  
作品はプロジェクトワーク、個々のオブジェクトコラボレーション、キューレーション、の全てが作品の
場所を形成する作品となっている。芸術表現と社会性、歴史。芸術概念定義、批評、場所、等の複合的なイ
ンスタレーション作品となっている。  
今回の展示では特に美術館の場所や建築的な構造体の展示、サイト、を強調する緊張感のある作品の場を
提供している。これは身体性を伴った感覚に訴えることによって概念的に成りがちな作者の作品を現実に繋
ぎ止めている。  
スケール感や「場」としての存在感は成果を上げている秀作である。全員の審査員は作品論文共に博士学
位に相応しい作品であることで一致した。 
 
 
